
Ｆ 武道（剣道）

１ 改訂のポイント

中学校１年から高校３年までの６年間を３期に分け、それぞれの期に応じた内容を明確にして履修する。

中学校では、基本動作と基本となる技を確実に身につけ、基本動作や基本となる技を用いて、相手の動き

の変化に対応した攻防ができるようにすることをねらいとしている。

高等学校ではこれまでの学習を踏まえて、「得意技を用いた攻防が展開できるようにする」ことが求めら

れる。

そして、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを深く味わい、剣道の学習に主体的に取り組み、相手を尊重し、

伝統的な行動の仕方を大切にすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たすことなどに意欲をもち、

健康や安全を確保するとともに、剣道の伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古、体力の高め方、課題解決

の方法、試合の仕方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫でき

るようにすることが求められる。

２ 運動の特性

（１） 一般的特性

ア 機能的特性（運動を行う者の欲求や必要を充足する機能に着目）

（ア）対人競技としての攻防で勝敗を競うことで楽しさや喜びを味わうことができる運動である。

（イ）老若男女を問わず稽古や試合ができ、生涯スポーツとして非常に適している運動である。

（ウ）竹刀を用い身体接触以前に勝敗を決することができるため、体格の差や性別、年齢を問わず勝

敗を競うことができる運動である。

イ 構造的特性（運動のルール、技術的仕組みや構造、作戦などに着目）

（ア）構え、体さばきや基本打突の仕方と受け方などの相手の動きに応じた基本動作としかけ技、応じ

技などの基本となる技からなる運動である。

（イ）相手の技や心をよみ、自分の技や心を読まれぬように有効打突を狙う運動である。

ウ 効果的特性（身体的・精神的・社会的発達に対する運動の効果に着目）

（ア）対人的な動きを中心とした全身運動であり、体力要素の中でも敏捷性・瞬発力・巧緻性が高まる

運動である。

（イ）相手を尊重し、自分で自分を抑える克己の心を養い伝統的な行動の仕方や考え方が身につく運動

である。

（２） 生徒からみた特性

ア 武技・武術などから発生した我が国固有の文化を持ち合わせた運動である。

イ 防具を装着し、竹刀を用いて打突しあう格闘技である。

ウ 体格の差にかかわらず勝敗を競うことができる競技である。

エ 礼に始まり礼に終わる、礼儀が重んじられた競技である。

（３） 競技の歴史等

ア 日本古来の剣術の流派が全日本剣道連盟によってまとめられ剣道となり第二次世界大戦後、近代

スポーツとしてのルールが整備され、体育・スポーツとしての発展の道をたどっている。

イ 現在、剣道は「生涯剣道」として、青少年から高齢者まで男女を問わず、多くの人々に愛好されて

おり、その数は数百万ともいわれている。

ウ 外国では国際剣道連盟に５０カ国・地域が加盟し、その人口は約百万人に達しているといわれ、３

年ごとに世界大会が開催されている。



３ 評価規準【第１学年】

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解
評 内 ・武道の楽しさや喜び ・生涯にわたって剣 ・武道の特性に応じ ・伝統的な考え方、
価 容 を味わうことができる 道を豊かに実践する て、攻防を展開する 技の名称や見取り稽
規 の よう、相手を尊重し、 ための自己の課題に ための得意技を身に 古の仕方、体力の高
準 ま 伝統的な行動の仕方を 応じた運動の取り組 つけている。 め方、運動観察の方
と 大切にしようとするこ み方を工夫している。 法、試合の行い方を
ま と、自己の責任を果た 理解している。
り そうとすることなど
ご や、健康・安全を確保
と して、学習に自主的に
の 取り組もうとしてい

る。
・剣道の学習に自主的 ・自己の技能・体力 ・剣道では、相手の ・剣道の伝統的な考
に取り組もうとしてい の程度に応じた得意 構えを崩し、しかけ え方について、理解
る。 技を見つけている。 たり応じたりするな したことを言ったり
・相手を尊重し、伝統 ・提供された攻防の どの攻防を展開する 書き出したりしてい
的な行動の仕方を大切 仕方から、自己に適 ための相手の動きの る。
にしようとしている。 した攻防の仕方を選 変化に応じた基本動 ・技の名称や見取り

単 ・自己の責任を果たそ んでいる。 作から、基本となる 稽古の仕方について、
元 うとしている。 ・仲間に対して、技 技、得意技のいずれ 学習した具体例を挙
の ・互いに助け合い教え 術的な課題や有効な かができる。 げている。
評 合おうとしている。 練習方法の選択につ ・剣道に関連した体
価 ・健康・安全を確保し いて指摘している。 力の高め方について、
規 ている。 ・健康や安全を確保 学習した具体例をあ
準 するために、体調に げている。

応じて適切な練習方 ・運動観察の方法に
法を選んでいる。 ついて、理解したこ
・剣道を継続して楽 とを言ったり書き出
しむための自己に適 したりしている。
した関わり方を見つ ・試合の行い方につ
けている。 いて、学習した具体

例を挙げている。
①技を高め勝敗を競う ①練習の際に、相手 ①剣道の礼法や構 ①剣道の伝統的な考
楽しさや喜びを味わい を引き受けたり、運 え、足さばき、素振 え方について、理解
得意技を身につけるこ 動観察などを通して、 りなどの基本動作が したことを言ったり
とに自主的に取り組も 仲間の技術的な課題 できる。（観察） 書き出したりしてい
うとしている。 や有効な練習方法の ②基本動作から面、 る。（学習ノート・発
（観察） 選択について、指摘 胴、小手、突きなど 言）
②礼に始まり礼に終わ するなど教え合った の空間打突ができ ②剣道に関連した体

学 るなどの伝統的な行動 りしている。 る。（観察） 力の高め方について、
習 の仕方を自らの意志で （観察・学習ノート） ③基本動作から相手 学習した具体例を言
活 大切にしようとしてい ②自己の技能・体力 の動きに応じたしか ったり書き出したり
動 る。（観察） の程度に応じて、最 け技や応じ技ができ している。
に ③練習や簡単な試合の も攻めやすく、効率 る。（観察） （学習ノート・発言）
即 進行などで仲間と互い よく攻めることがで ④自由練習やごく簡 ③技の名称や技をし
し に合意した役割に、責 きる得意技を見つけ 単な試合で相手の動 かける機会・かけ方
た 任をもって取り組もう ている。（観察・学習 きに応じて得意技を や気合いなどについ
評 としている。 ノート） 出すことができる。 て学習した具体例を
価 （観察） ③提供された攻防の （観察） 言ったり書き出した
規 ④練習や試合の場面 仕方から自己に適し ⑤基本技や得意技を りしている。
準 で、自己や仲間の健康 た攻防の仕方を学び、 用いて試合の中の攻 （学習ノート・発言）

・安全を確保してい 学習した知識や技能 防を展開することが ④自己観察や他者観
る。（観察） を活用して工夫して できる。（観察） 察などの運動観察の

いる。（観察） 方法について、理解
したことを言ったり
書き出したりしてい
る。（学習ノート・発
言）
⑤試合におけるルー
ル、審判や運営の仕
方について、学習し
た具体例を言ったり
書き出したりしてい
る。（学習ノート・発
言）



４ 単元計画例【第１学年】

単元の指導計画 展開例

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２

準備運動、本時のねらいと内容の確認
オ
リ到 相手の動きに応じた
エ達 構え・体さばき・素振り 体さばき
ン度 学 試

学 テチ
習 ｜ェ び
の シッ しかけ技・応じ技
流 ョク な
れ ン 基

お 本
打 切り返し ・ 約束練習 合

し 突

自由練習 ・ 簡易試合

既習技や得意技の技能の上達を踏まえて、しかけ技や応じ技を用いて攻防を展開する。

基本 評
動作 価① 二段技

技 基本 評 出ばな技 評価
能 打突 価 引き技 評 ⑤

② 抜き技 価③
払い技
すり上げ技 得意技 評

価
④

技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、剣道の学習に自主的に取り組もうとする。
関
心
・ 伝統的 自主的
意 な行動 評 自己の 評 な取り 評
欲 の仕方 価 責任を 価 組み 価

指 ・ ② 果たす ③ ①
導 態 意識
と 度 健康 評
評 安全 価
価 ④
の
機 剣道の基本的事項を理解し攻防を展開するための運動の行い方を工夫できるようにする。
会 知
識 剣道 運動観察 ルール
・ 学習 体力の高 技の名称 評 の方法 審判・ 評
理 の意 め方 課題解決の方法 価 運営の 価
解 識 評価② ③ 評 仕方 ⑤

評 価
価 ④
①

課題 得意
思 や練 技を 攻防の
考 習方 見つ 仕方
・ 法の ける
判 選択
断 評

評価① 評価② 価
③



５．指導系統

① ⑩面・小手・胴・突技

礼 ⑦ ⑪二段連続技 ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓

法 ② ③ ④ ⑥ しかけ技

⑫引き技 約 打 互 試 簡 試

竹 足 素 基 基 ち

刀 さ 振 本 本 ⑧ ⑬払い技 束 込 格 合 易

の ば り 打 打 切り返し み

握 き 突 ⑤ち ⑭出ばな技 練 練 練 練 試

り

方 防 ⑮抜き技 習 習 習 習 合 合

具

構 の ⑨ 応じ技

え 装 ⑯返し技 審

方 着 判

⑰すり上げ技 法

〈指導内容〉

①正座・座礼・立礼、竹刀の名称・手の内、中段の構え

②すり足・踏み込み足

③上下素振り・正面素振り・左右面素振り・跳躍素振り

④すり足で三歩進んで踏み込んで空間を打突する。（面・小手・胴・突・小手-面）
⑤正確で安全な防具の装着

⑥防具を装着し二人組となり、踏み込んで（面・小手・胴・突）を打突する

⑦自らしかけていく技（一本打ちの技・二段連続技・引き技・払い技）

⑧二人組となり、正面を打ち体当たり－左右面を前に４歩後ろに５歩すり足で移動しながら９本打つ－

正面を打って抜け残心

⑨相手の打ち込みに応じる技（出ばな技・抜き技・返し技・すり上げ技）

⑱打つ側と打たせる側との間に間合いや速さなど約束をして基本的な打突の稽古をする

⑲元立ち（打たせる側）の与える打突の機会をとらえて打ち込んで打突の基本的な機会や技術を体得す

る

⑳お互いに剣道のかけひきを尽くして、互いに機をはかり、変化に応じて勝負を争い総合的な技術を体

得する。

㉑試合形式での稽古の中でお互いに一本であるか否かの判断をしながら勝敗を競い合う。審判法・有効

打突の基準の確認

㉒能力別等のグループや個人戦・団体戦等の試合を行う。

㉓試合・審判



６ 学習の展開【第１学年】

（１） 授業展開例

ア 目標

技能： 技の練習（基本打ち）ができるようにする。

態度： 安全に防具が装着できるようにする。

知識・思考・判断： 相手に隙を作らせるための工夫。防御の工夫ができたか。

イ 展開（７時間目／２２時間）

段階 時間 学習内容と活動 指導・支援（○）・評価（☆） 備考

（用具等）

竹刀、防具の準備。点検 ○竹刀をロッカーから、防具を防具室か 竹刀

は ５ ら準備できるようにする。 防具

整列、挨拶を行う。 手ぬぐ

じ い

分 体育委員を中心に、準備運動を行 ○号令をかけながら体育委員を中心に、

め う。 しっかりと準備運動ができるように指

示をする。

本時の目標を確認する。

本時の目標

○安全に防具を装着し、技の練習（基本打ち）ができるようにする。

○相手に隙を作らせるための工夫。防御の工夫ができるようにする。

防具を垂・胴・面・小手の順に装 ○防具の装着のポイントを確認しながら、

着する。 安全に装着されているかを点検し、不備

がある場合は安全に装着できるように指

示をする。

基本打突 ○クラス２列になり対人の練習が出来る

隊形にさせる。

その場で面 ○お互いに面を打つ、打たれる感覚を理

な 40 解できるようにさせる。

ステップ面 ○上半身と下半身の動きを連動させられ

るように助言する。

正面打ち ○すり足で１歩入り、踏み込んで正面を

か 分 打ち、残心を取るまでの流れを理解でき

るように助言する。

竹刀の点検

○「お互いの攻防からどうすれば面に隙

お互いの攻防から面を打つ ができるか」生徒に問いかけ自分の考え

を答えさせ工夫できるようにする。

〈構えが崩れた、打ちを出そうとすると

ころ、打ったあと、技を受けたところに

隙ができる〉

○「相手が面を打ってきたとき、どう防

御すれば打たれないか」生徒に問いかけ

面を防御する 自分の考えを答えさせ工夫できるように



させる。

〈足を使い体をさばき、竹刀を利用して

防御する〉

○防具を小手・面・胴・垂の順ではずし、

指定された形に組み防具室に片付けさせ

防具をはずし・片付ける る。

☆【関・意・態】②（観察）

「努力を要する生徒」に対し仲間に対す

る配慮の大切さを個別に話をする。

竹刀の点検

整理運動を行う ○号令をかけながら体育委員を中心に、

しっかりと整理運動ができるように指示

ま ５ をする。

本時のまとめを行う。

と ○隙を作るために必要なこと。防御のポ

イントを確認する。

め 分

次回予告 ○小手・胴の基本打ちに入ること。手ぬ

ぐいを忘れないよう伝える。

（２） 思考力・判断力・表現力をはぐくむ学習例

ア ねらい１ 相手に隙を作らせるための工夫。

（ア） 発問：「お互いの攻防からどうすれば面に隙ができるか？」

（イ） 期待したい回答：（指導する内容）構えが崩れた、打ちを出そうとするところ、打ったあと、

技を受けたところに隙ができる

（ウ） 回答を導く手立て：（練習方法）

ａ フェイント、相手の竹刀を払うなどして構えを崩す。

ｂ 打ちを出す瞬間、技を出した後、技を受けたところに隙ができることを把握し、タイミングを

合わせて打つ。

イ ねらい２ 防御の工夫。

（ア） 発問：「相手が面を打ってきたとき、どう防御すれば打たれないか？」

（イ） 期待したい回答：（指導する内容）足を使い体をさばき、竹刀を利用して防御する

（ウ） 回答を導く手立て：（練習方法）

ａ 体さばきによって相手の打ちをかわす方法と竹刀で相手の打ちをかわす方法を理解し二つの防

御の方法を併用することにより完全な防御となる。



７ 安全への配慮

予想される事故 事故防止への対応

・物によるケガ ・アクセサリーなどをつけない。

（ヘアピン・ミサンガなど）

・練習場の周囲、床に危険な物がないか確認する。

・竹刀によるケガ ・防具をつける前は十分な間隔をとり、同一方向

に竹刀を振らせるようにする。

・授業の開始時、途中、終了時に竹刀の点検をし

破損がある場合は直ちに交換する。

・竹刀は定期的に手入れをする時間を確保する。

・練習中のケガ ・ふざけたり、粗暴な行動をしないこと。

・練習スペースを十分にとる。

（狭い場合は、何組かに分けて行う）

・熱中症による事故 ・気温、湿度等に気を配り、水分や塩分の補給の

ための環境を整備する。

・衛生面の注意 ・防具は定期的に消毒・殺菌をし手入れを怠らな

いようにする。

・剣道場は常に清掃を怠らぬようにする。

・終了後のうがい等の励行も習慣づける。

８ 参考

剣道 到達度チェック
年 組 番 氏名

１．あなたは中学校卒業までに剣道をやったことがありますか？

はい いいえ

２．１ではいと答えた人はどの時期にどこでやりましたか？

㋐ 中学校の授業で １年間 ２年間 ３年間

㋑ 中学校時代剣道部で １年間 ２年間 ３年間

㋒ 中学校時代道場で １年間 ２年間 ３年間

㋓ 小学校時代道場で １年間 ２年間 ３年間 ４年間 ５年間 ６年間

３．１ではいと答えた人はどの程度の技術を学びましたか？（できるものに○）

㋐ 中段の構え、足さばき、素振り

㋑ 基本打突

㋒ 防具の装着

㋓ しかけ技（面・小手・胴）

㋔ しかけ技（二段技・払い技・引き技）

㋕ 応じ技（抜き技・出がしら技・すり上げ技）

㋖ 切り返し

㋗ 自由練習

㋘ 試合

㋙ 審判法

４．１ではいと答えた人は級または段を持っていますか？

５．１ではいと答えた人は日本剣道形をやったことがありますか？

はい（ 本目まで） いいえ

級 段


